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改革改善
の考え方

①問題
点

少子化及び孤独死の防止対策として、パートナーづくりを強く推進していく必要がある。
女性参加者の確保が課題となっている。

②改革
提案

地区での婚活イベントが活発に開催できるように助成していく。また、イベントのノウハウも伝え、結婚成立につながるよ
うに支援していく。企業等へ社協結婚相談所の情報提供、イベントへの参加を働きかける。

事業内容・目
標達成状況
の振り返り

カップル成立数は計画を上回ったが、結婚成立数は計画に届かなかった。
結婚に繋がるよう、お見合い・イベントの開催方法を検討して行く。

総事業費①+② 4,857 7,448 7,806 7,329

正規職員所要時間 100 100

臨時職員所要時間

一般財源 4,499 448 448 508

人件費計（千円）② 358 358

起債

その他

7,000 7,000 6,821

県支出金

事業費計（千円）① 4,499 7,448 7,448 7,329 （国）平成26年度地域支援交付金（地方創生先
行型）（10/10）　H26→H27繰越明許国庫支出金

事業コスト 26年度決算額 27年度予算額 27年度決算額 28年度予算額 特定財源内訳、補足

27
年
度
事
業
内
容

１　結婚相談　月～金曜日（祝日を除く）
　結婚支援アドバイザーによるパートナーづくりに関する幅広い相談を業
務時間内であればいつでも受ける。
２　結婚支援事業の実施
（１）出会いの場を創出する出会いパーティー
（２）単なる出会いだけでなく、より効果的にパートナーづくりを支援するセミ
ナー＆パーティー
（３）年齢等多様な希望に応じた少人数会食会
（４）親同士のお見合い
３　地域における結婚相談事業の支援
　地域でのイベント企画への支援

１　結婚相談件数

２　結婚支援事業開催数
（１）出会いパーティー
（２）セミナー＆パーティー

（３）少人数会食会
（４）親同士のお見合い
３　地区イベント回数

１　131件

２
（１）１回
（２）１回

（３）５回
（４）１回
３　28回

事業内容 名称 活動指標

定性
目標

事
業
概
要

結婚相談員による毎月第２・３日曜日の結婚相談及び結婚支援アドバイザーによる平日昼間の業務時間内の結婚相談を実施し、結婚
について相談しやすい環境を整備する。
地域との協働による幅広い出会いの場提供やセミナー等の自己研鑽事業の開催等、より効果的な事業を開催する。
また、各地域で結婚支援に携わる者と連携し、地域における結婚相談事業に対する支援を行う。
市内の若者サークルや職域グループ、他市町村も含めた多様な主体との連携を強化し、結婚支援活動の拡大を図る。

成果
指標

相談やイベント参加による結婚成立人数（人） 15 12 15 15

成果
指標

マッチングや出会いイベントによるカップル成立数（組） 60 96 60 60

目
標

種別 指標名及び単位 27年度計画 27年度実績 28年度計画 28年度見込み 備考（指標変更など）

向上させたい上位施
策の成果指標

子どもを産みやすい社会環境であると感じている対象者
の割合

飯田市の人口（人） 101743

意図（どういう状態
にするか）

初婚や再婚を問わず、若者をはじめ結婚などを希望する
全ての人が、気軽に安心して相談できる環境を整備する
等、様々な角度から支援することで、生涯を通じお互い
に支えあうパートナーを得られるようにする。

目
的

対象（誰・何を）
市民
補助・委託料支出先：飯田市社会福祉協議会

対
象
指
標

指標名及び単位 27年度数値
施策 37 子どもを産み育てやすい環境の充実

基本計画上
の位置づけ

政策 3 健やかに安心して暮らせるまちづくり

地域福祉係H28担当課等名 福祉課 H28係等名 地域福祉係 H27係等名
22 終了

10 11

事務事業名 ともに未来を支え合うパートナーづくり事業
会計 一般会計 実施区分

事業種別 政策 開始

平成27年度事務事業実績評価表 政策№ 3 施策№ 37 事業№


